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３ 要旨

有機栽培の普及により多様化する施肥体系に対応可能な抑制栽培キュウリの窒素栄養診断法を開発した。

(1) 抑制栽培キュウリの窒素栄養状態は摘心枝(摘心時に摘除された部分)汁液中の硝酸イオン濃度を測定するこ

とにより診断可能である。摘心枝汁液中の硝酸イオン濃度は施肥量が多いほど高くなる。

(2) 摘心枝汁液中の硝酸イオン濃度は化成肥料区と有機質肥料区に差がない。したがって本診断法はいずれの施

肥体系にも対応可能と考えられる。

(3) 抑制栽培キュウリでは、収穫始期 3,000～4,000ppm、収穫盛期 2,000～3,000ppm、収穫終期 1,000～2,000ppm

を目標とする。その場合約 6.9t/10aの収量が見込まれる(収量は総収量 7.7kg/株、1,200株/10a、Ａ級+Ｂ級の割

合75%として試算)。

(4) 摘心枝の硝酸態窒素は簡易な測定機器(RQフレックス、TWIN、等)で測定可能である。高い精度を必要とする場

合は硝酸イオン標準液を使用する。

(5) 搾汁にはニンニク搾り器等を使用する。摘心枝１本で十分な汁液が得られない場合は数本分まとめて搾汁して

もよい。
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